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本節では、2023年3月の全球モデル（GSM: Global Spectral Model）の改良について
述べる。

GSMの水平解像度を、約20kmから約13kmに高解像度化するとともに、高解像度化
に合わせたモデル改良を実施した。
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また、積雪深解析の高解像度化、高頻度化を実施した。なお、積雪深解析の結果は
、日本域については従来よりアメダス観測値を空間内挿した値で置き換えたのちGSM
の初期値として利用されており、当該処理に変更はない。

GEPSに利用される数値予報モデルは基本的に低解像度版のGSMであり、2023年３
月の改良時にはGSMの物理過程の改良が同時に反映された。また同時に2段階SST法

で利用する季節アンサンブル予報システムによる予測海面水温の適用領域を、熱帯・
亜熱帯域から全球域に拡大した。

GSMにはバージョン名がつけられており、変更に伴い改訂されている。バージョン名
の形式は、全球数値予報システムに改良を導入した西暦の下二桁と月を「GSM」の後
ろにつけたもので、今回の2023年3月に導入されたGSMのバージョン名は「GSM2303」
、GEPSのバージョン名は「GEPS2303」である。GSM2303の詳細については数値予報開
発センター（2022a, 2023a）、GEPS2303の詳細については数値予報開発センター（
2022b, 2023b）を参照のこと。
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• GSMの水平解像度をTL959（約20km）からTQ959（約13km）へ高解像度化

• 2次格子を採用することで、切断波数を変えずに解像度を（実効的に）向上

• 2次項由来のエリアシングの完全な解消、その他非線形項のエリアシングの
軽減によるノイズの減少

• モデル標高の改良

• 標高オリジナルデータセットをGTOPO30からより高品質なMERIT 
DEM+RAMP2に変更

• 高解像度化によるエイリアシング軽減に伴い、地形フィルターを弱めることで
モデル標高を精緻化

 前線近傍での降水やシアー、地形の影響による降水等の表現が向上

改良前（左）と改良後（右）の東日本付近のモデル地形の変化。標高オリジナルデータ
セットは改良前はGTOPO30（米国地質調査所作成）、改良後はMERIT DEM (Yamazaki 
et al., 2017)＋RAMP2（米国雪氷データセンター配布）。

なお、GSMの解像度の変遷は約110km('89-'96)、約55km('96-07)、約20km('07-'23)、約
13km('23-)となっており、高解像度化は実におよそ15年ぶりである。
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令和3年台風第5号～第22号までの変更前（青線）および変更後（赤線）の台風進路
予測誤差（左、単位はkm）と、その変更前後の改善率（右、単位は%）。改善率は平均
誤差について（変更前－変更後）/（変更前）x100で定義。エラーバーは95%信頼区間

を表す。改善率の正の値は、変更後で予測誤差が改善していることを示す。横軸は予
測時間（h）。

GSM2303の低解像度版を予報モデルとするGEPSにおいては改良の前後で概ね中立
だが、予報4~5日目では若干の改善傾向が見られた。（図略）
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これは令和3年台風第14号の事例であり、高解像度化等に伴う上層のジェットの表現

の改善（図略）により転向後の台風進路予測が改善した（右下図）。台風進路予測の改
善により台風に伴う降水予測も改善した（上図:左から改良前、改良後、解析雨量）。
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夏季（左上、2021年7月～2021年9月）および冬季（左下、2021年12月～2022
年2月）における改良前（青）と改良後（赤）の解析雨量に対する降水予測のエ
クイタブルスレットスコア（ETS）。横軸は予測時間（h）。夏季を中心に降水ス
コアが改善。冬季は予報後半で改善傾向（予報前半ではやや悪化）。

夏季（2021年7月～2021年9月）における改良前（青）と改良後（赤）の解析
雨量に対する3日予報（72時間先）の降水予測のバイアススコア（BI、右上）と
エクイタブルスレットスコア（ETS、右下）。横軸は3時間降水量（mm/3h）。夏
季の降水スコアは、改良後はETSが増加し、BIも1に近づいている。10mm/3h以上の降
水に対して概ね改善が見られた。

BI：実況の「現象あり」の事例数に対する予測の事例数の割合を示し、BI>1は予測の頻
度が過大、BI<1は過小であることを意味する。

ETS：予測が的中した割合を示し、最大値の1に近づくほど予測精度が高いことを意味
する。
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右上図は令和3年台風第9号の進路の改良前（青）及び改良後（赤）のGSMの
2021年8月7日06UTC初期値からの予測、実況（黒、ベストトラック）。
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北半球（20~90°N）500hPa高度予測誤差の改善量（改良後 –改良前、単位はm
）。解析値（左）とゾンデ観測（右）に対する誤差。夏季（青、2021年7月～9
月）と冬季（緑、2021年12月～2022年2月）の検証結果。
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2021年12月8日21時（左）と2021年12月12日21時（右）の500hPa高度の解析値（等値
線、緑）と2日予報（48時間先）の予測値（等値線、黒）及びその差分（塗りつぶし）。上
段が改良前、下段が改良後。
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夏季（2021年7月～2021年9月）における地上気温（左、単位はK）、地上風速（中、単
位はm/s）、地上比湿（右、単位はg/kg）の改良前（青）と改良後（赤）の対日本域SYNOP
のME（上段）及びRMSE（下段）。横軸は予報時間（h）。
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夏季（左上、2021年7月～9月）及び冬季（左下、2021年12月～2022年2月）に
おけるGSM改良前（青線）およびGSM改良後（赤線）のGSM1時間最大降水量ガ
イダンスのエクイタブルスレットスコア（ETS)とバイアススコア（BI）。予測時
間は6時間から84時間。横軸は1時間降水量（単位はmm/h）。

夏季（右上、2021年7月～9月）及び冬季（右下、2021年12月～2022年2月）に
おけるGSM改良前（青線）およびGSM改良後（赤線）のGSM発雷確率ガイダンス
のエクイタブルスレットスコア（ETS)。予測時間は6時間から84時間。横軸は発
雷確率（単位は%）。
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